
第33回EST創発セミナー（札幌）
シーニックバイウェイ⽀援センターの活動（観光と環境）
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・平成28年10⽉現在、12の指定ルートと2の候補ルートがある。



地域の景観や資源を活かしたツアーづくり
シーニックワイナリーツアー

平成２７年年10月２４日､３１日 シーニックバイウェイツアー「森と水辺で楽しむワインの探求」各３0名参加
【札幌シーニックバイウェイ藻岩山麓定山渓ルート／支笏洞爺ニセコルート】

平成２７年2月14日 シーニックバイウェイツアー「静かな森で楽しむワインの探求」 30名参加
【大雪富良野ルート】



■北海道産ワインとチーズの国際ブランド確立による中国等への販路拡大と「北海道チーズ＆
ワイン街道」への観光客誘致による地域経済活性化プロジェクトへの参画

【概要】

○アジア圏の富裕層をターゲットに、北海道
のイメージとともに希少価値の高い北海道
産チーズ＆ワインの市場拡大を目指した海
外向け商品開発を行うとともに、インバウ
ンドの拡大に向けた広報展開等を実践。

地域団体
（ワイン事業者）

地域団体
（チーズ事業者）

アドバイザー

戦略推進委員会

事務局：支援センター

北海道開発技術センター

×

ウェイボーを活用した情報発信
中国人旅行者をターゲットとして、中国語
(簡体字)でワイナリーやチーズ工房を紹介す
る冊子を制作

中国語（簡体字）で、北海道のワイナリーや
チーズ工房の特徴や基本情報、おすすめモデ
ルコースなどを掲載するウェブサイトを作成

ウェブサイトに問合せフォーム等の窓口を設
置し、窓口な一元化を図った。

VINFROMAGE HOKKIDO



ボランティアツーリズム（除雪ボランティア）

⺠間企業は企業の社会的貢献活動（CSR活動）の⼀環として、地域づく
りの応援に積極的に取り組んでいます。
ツアーに必要なボランティアスタッフや、備品（スコップや飲料など）
のほか、スツアーの趣旨に賛同してくれれば、協賛⾦を出してくれるこ
ともあります。

企業連携による三笠市雪はねボランティアツアー



UCI GRAN FOUND WORLD SERIES 

ニセコクラシック大会運営ボランティア募集・運営報告

実施日：平成28年7月9日（土）-10日（日）
●ボランティア参加者：３３名
●概要：ニセコクラシックの大会事務局より、（一社）シーニックバイウェイ支援センターに

大会運営ボランティアの募集・運営補助業務を依頼され、ボランティアの募集・運営補
助を実施した。札幌から33名のボランティアと一緒に現地に向かい、大会前日に約
2,000本の給水ボトルを作成した。大会当日の天候は雨だったが、レースの立哨員、
給水補助員などのボランティア運営を行った。

◆大会前日・当日のボランティア作業と大会の様子

イベントボランティアの派遣（自転車ロードレース）





カーボンオフセット型観光の推進「シーニックの森」

シーニックバイウェイ支援センターは、2008年5月12日
にシーニックバイウェイ推進協議会より「シーニックの森」
の認定機関の指定をうけ、シーニックバイウェイ北海道
の各ルートから申請を受け「シーニックの森」として確認
を行うほか、「カーボンオフセットのための植樹を行いた
い方」「シーニックの森づくりに参加したい方」「カーボンオ
フセット型のツアーを企画されている方」への対応を行っ
ている。
H22.７現在４つのシーニックの森が登録されています。

トヨタレンタリース札幌との連携
（ワンコインオフセット）

実施期間：2010年7月1日(木)～8月31
日(火)

レンタカードライブで排出されたCO2の削減
を目的とした「シーニックの森」への代行植
樹。期間中に、ご利用頂いた方には、「シー
ックバイウェイ・カーボンオフセット証明書」を
発行。

ニッポンレンタカー北海道
トヨタレンタカー札幌との連携

（2009.1からの継続）



スイスモビリティの導⼊
視察地： スイス （ビール、グリンデルワルト 他）

①レンタルシステムと物流
レンタサイクルの貸出・返却

●クロスバイク、マウンテンが主。サイズも抱負。
●貸出・返球区地点が多く、駅で管理（貸し出し）しているため、移動も楽。
●２日間の貸し出し（自転車＋ヘルメット）で、１人７０００円程度。

手荷物配送サービス

●朝のうちに荷物を預けたら、その日のうち
に宿泊先まで届くので、荷物を気にせず手
ぶらでサイクリングを楽しめる。

●帰りは前日のうちに駅で荷物を預けると、

空港まで荷物が届いていて、搭乗手続きま
で完了できる。



②公共交通との連携

●車両に積み込み可能なため、
駅の中でも自転車がうろうろ。

●まちなかは、駐輪スペースが充実して
いるため、行儀よく自転車が並んでいる。

●駐輪場

●バスの後ろ
に積み込み

●駅内でも自転車のまま
買い物ができる



⽬ 的
新たなツーリズムとして、⾃転⾞やカヌー、フットパスなど”⼈⼒”による移動と公共交通を組み合わせ

て、体験型の周遊観光を楽しむ『スイス・モビリティ』を参考にして、北海道での展開を図るために設置
された北海道エコ・モビリティ研究会の事務局の（⼀社）北海道開発技術センターのもと、運営協⼒をお
こなっている。
特に、シーニックバイウェイ北海道の道北の2ルートをモデル地域として、「きた北海道エコ・モビリテ

ィツアー」の実践的な試⾏を、地域や⾏政と連携して実施している。

モデル地域の実施体制
シーニックバイウェイ⽀援センターが中⼼となり、各ルートの参加活動団体と連携し、事業を実施する。
・宗⾕シーニックバイウェイ（２５団体）
・天塩川流域ミュージアムパークウェイ（２５団体）

対 象
道内外のアウトドア、スポーツ愛好者

実施項⽬
１．基礎調査を実施した上でのモデルルートの検討を試⾏
２．道北版スイス・モビリティのＰＲ・プロモーションの試作
３．地域や有識者との勉強会や先進地調査の実施

実施エリア
・宗⾕シーニックバイウェイ

稚内市、豊富町、猿払村、浜頓別町、利尻町、利尻富⼠町、礼⽂町
・天塩川流域ミュージアムパークウェイ

和寒町、剣淵町、⼠別市、幌加内町、名寄市、下川町、美深町、⾳威⼦府村、中川町

北海道エコ・モビリティ研究会
-きた北海道エコ・モビリティツアーの試行-
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